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【韓国】 日韓秘密情報保護協定の署名延期 
菊池 勇次 

（本稿は、海外立法情報課が執筆を依頼したものである。） 
 
＊2012 年 6 月 29 日、日韓秘密情報保護協定に対する与野党の反発を受け、韓国政府は署名延

期を日本側に要請した。その後、総理、外相、国防相等が国会で説明を行ったが、野党は国務

総理解任建議案を提出し、与党が表決を拒否する等、同協定をめぐる混乱は収束していない。 

 
 
協定の要旨 

日韓秘密情報保護協定は、軍事秘密情報の交換手続並びに交換された情報の保護及

び管理の手続を規定する協定であり、具体的には、①情報提供の経路及び関係する担

当官の資格、②提供された情報に対する保護義務並びに管理方法及び破棄手続等につ

いて定めたものである。したがって、同協定は軍事秘密情報を提供する義務を負うも

のではなく、韓国政府は同内容の協定を現在 24 か国（米国、英国、オーストラリア、

ポーランド、ブルガリア、スペイン、スウェーデン、ウクライナ、ロシア、NATO 等）

と締結しており、日韓間の協定と他国との協定の内容に特段の差はないとしている。  
 

署名延期までの経緯 

同協定は 2012 年 4 月 23 日に仮署名が行われ、当初は 5 月末に金寛鎮（キム・グァ

ンジン）国防相が訪日した際に署名が行われる予定だった。しかし、訪日がキャンセ

ルされた後、日韓の追加協議が行われ、最終的に法制処の検討作業が終わったのは 6
月 22 日となった。  

その結果、韓国側の国内手続を 6 月 29 日の署名に間に合わせるためには、次官会議

（21 日開催）での検討を経ることが不可能になり、韓国政府は 26 日、次官会議を経

ずに同協定を閣議決定した上で、日本側の国内手続が完了するまで公表を控える措置

をとった。しかし、通常とは異なる方法かつ非公表で同協定を閣議決定した事実が翌

日に報道されると、韓国国内では「密室処理」ではないかとする批判が高まった。  
特に最大野党の民主統合党は、①国会で説明を行った上で同協定を締結するという

約束を破った。②竹島、慰安婦、教科書問題等による複雑な国民感情の問題が解決し

ていない。③日米韓と中朝ロの軍事的緊張を高める結果を招くとの理由を挙げて反対

し、協定締結を強行する場合は、無効とするための国民的闘争を展開すると主張した。  
一方、当初は協定締結に賛成し、「つまらぬ反日感情を刺激するのは国益に役立たな

い」との論評を発出した与党のセヌリ党は、世論の圧倒的反対（調査機関のリアルメ

ーターが 7 月 2 日に実施した世論調査では、賛成 15.8%、反対 47.9%）を前に態度を

変え、署名当日の 6 月 29 日、協定の締結を保留するよう韓国政府に求めた。  
こうした与野党及び世論の反対を受け、ついに韓国政府も「国会で説明を行った後
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に署名するのが妥当」と判断し、署名式直前に日本側に延期を要請した。  
 

署名延期後の韓国政府の措置  
7 月 2 日、李明博（イ・ミョンバク）大統領は、「この協定は今後、中国とも締結が

必要な国益に資する協定だ。緊急案件として閣議に上程する等、十分な世論のとりま

とめを経ずに処理すべき事案ではなかった」と手続上の問題点について指摘し、「国会

と国民に協定の内容を詳細に公開して説明し、誤解がないよう措置せよ」と指示した。 

これを受け、7 月 11 日の国会外交通商統一委員会に金星煥（キム・ソンファン）外

相、12 日の国会国防委員会に金国防相、19 日の国会本会議には外相、国防相に加えて

金滉植（キム・ファンシク）国務総理が出席し、国民の理解を求めようとする努力が

不足していた点について謝罪し、同協定が閣議決定に至るまでの経緯、協定締結の必

要性等について説明を行った。  
また、本件と関連して、趙世暎（チョ・セヨン）外交通商部東北アジア局長が解任

され、金泰孝（キム・テヒョ）大統領府対外戦略企画官及び趙炳※（※＝王へんに弟）

（チョ・ビョンジェ）外交通商部報道官が辞表を提出した。 

 

今後の見通し 
韓国政府の一連の措置にもかかわらず、依然として野党の反発は収まっておらず、

民主統合党は 7 月 17 日、李大統領の外遊中に閣議を主宰し、同協定を閣議決定した金

総理の解任建議案を提出した。同建議案は 20 日の本会議で与党が表決を拒否したため、

議決定足数に達せず廃案となったものの、現時点（2012 年 7 月 20 日現在）で同協定

をめぐる韓国国内の政治的混乱は収拾しておらず、署名が改めて行われる見通しは立

っていない。  
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